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今岡浩一 ･阪口雅弘 ･井上 栄
(国立公衆衛生院)
サルにおけるスギ花粉症の実態を把捉するため,
また,サルの花粉症がヒトのモデルになりうるか
検討するために,サル血清中のスギ特異的IgE抗
体の測定を試みた｡しかし,サルIgEに対する抗
体試薬はまだなく,抗ヒトIgEを代用したがサル
IgEに対する特異性が低いため,効果的なツール
とならなかった｡そこで,我々はサルIgEに対す
る単クローン抗体を作出することにし,まず,負
疫原に用いるサルIgEの精製を以下のような手順
で行ったので報告する｡なお,IgEは,血清中に
IgGの約1/10000(約1-2FLg/ml)の割合で
存在する｡
1)サル血清に硫酸アンモニウムを33%になるよ
うに加え,その上清に対して,50%になるように
硫安を加え,IgGを減少させた沈殿を集めた｡ こ
の方法で血清680mlを処理した｡
2)IgG除去のため,この分画に対して,プロテ
インGを処理し,吸着しない部分を集めた｡
3)抗ヒトIgGアフィニティーカラムを作成 し
て,上記分画をカラムに吸着後,酸によりIgEを
溶出した｡ この反応を2回繰り返し,濃縮器を
用いて,IgEを主成分とする分画6mlを得た｡ し
かし,まだIgG･IgM･IgAがかなり混入してい
た｡
4)IgA除去のため,抗ヒトIgAアフィニティー
カラムを作製し,上記分画を処理し,吸着しない
部分を集めた｡この処理を2回繰り返した｡
5)さらに混入しているIgGを除去するため,
プロテインGを処理した｡
6)セファクリルS-300のカラムを用いて,ゲ
ル嬉過を行った｡各フラクションについて,タン
パク畠と,IgG･IgE･IgA･IgMの活性を測定し
た｡その結果,タンパクのピークは3か所に認め
られ,それぞれ,IgM ･IgE･IgGであった｡ま
た,IgEのピークにおけるIgG･IgA･IgM の活
性は低かった｡
7)そこで,上記のIgEのピーク (収丑は約700
〟g)を集め,抗サルIgE単クローン抗体作出の
ための免疫原として用いることにした｡
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